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(57)【要約】
　利用者が商品に関連する情報を簡単に参照することが
できる情報表示端末装置及び商品情報提供システム並び
に商品販売促進方法を提供すること。店舗の中で使用さ
れるタブレット（１０）は、ディスプレイと、店舗にお
けるタブレット（１０）の位置関連情報を取得する位置
関連情報取得部（４３）と、ディスプレイに、予め選択
された商品に関連する第１の商品関連情報を表示し、且
つ、位置関連情報取得部（４３）が取得した位置関連情
報に対応する店舗内の所定の位置を検出して、所定の位
置に対応する商品に関連する第２の商品関連情報を表示
させる中央制御部（１１）と、を具備する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　店舗の中で使用される情報表示端末装置であって、
　表示部と、
　前記店舗における前記情報表示端末装置の位置関連情報を取得する位置関連情報取得部
と、
　前記表示部に、予め選択された商品に関連する第１の商品関連情報を表示し、且つ、前
記位置関連情報取得部が取得した前記位置関連情報に対応する前記店舗内の所定の位置を
検出して、前記所定の位置に対応する商品に関連する第２の商品関連情報を表示させる制
御部と、
　を具備することを特徴とする情報表示端末装置。
【請求項２】
　前記第１の商品関連情報及び前記第２の商品関連情報の一方又は両方がクーポン又は広
告を含むことを特徴とする請求項１に記載の情報表示端末装置。
【請求項３】
　前記制御部が、前記所定の位置を複数検出し、複数の前記第２の商品関連情報を同一画
面に表示させることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の情報表示端末装置。
【請求項４】
　前記制御部が、複数の前記商品関連情報を、前記表示部に、所定の時間で切り替えて表
示させることを特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載の情報表示端末装置。
【請求項５】
　前記制御部が、前記第１の商品関連情報又は前記第２の商品関連情報に対応する商品の
、前記店舗における展示場所を前記表示部に表示させることを特徴とする請求項１から請
求項４のいずれかに記載の情報表示端末装置。
【請求項６】
　前記制御部が、前記第１の商品関連情報又は前記第２の商品関連情報に対応する商品を
用いる料理のレシピを、前記表示部に表示させることを特徴とする請求項１から請求項５
のいずれかに記載の情報表示端末装置。
【請求項７】
　店舗の中で使用される情報表示端末装置と、
　前記情報表示端末装置に、予め選択された商品に関連する第１の商品関連情報、及び、
前記店舗の所定の位置に対応する商品に関連する第２の商品関連情報を送信するサーバと
、を具備し、
　前記情報表示端末装置は、表示部と、前記店舗における前記情報表示端末装置の端末位
置に関する位置関連情報を取得する位置関連情報取得部と、前記表示部に、予め選択され
た商品に関連する第１の商品関連情報を表示し、且つ、前記位置関連情報取得部が取得し
た前記位置関連情報に対応する前記店舗内の所定の位置を検出して、前記所定の位置に対
応する商品に関連する第２の商品関連情報を表示させる制御部と、を具備する
　ことを特徴とする商品情報提供システム。
【請求項８】
　前記サーバが、商品の購買を勧める対象となる顧客を抽出するレコメンド処理部をさら
に備え、
　前記制御部が、前記第１の商品関連情報及び前記第２の商品関連情報のうちの少なくと
も一部を、前記レコメンド処理部が抽出した顧客のみに表示することを特徴とする請求項
７に記載の商品情報提供システム。
【請求項９】
　前記第１の商品関連情報がクーポンを含み、前記サーバは、前記情報表示端末装置を使
用する利用者に付与された利用者識別情報及び前記利用者が使用した前記クーポンの識別
情報を記録することを特徴とする請求項７又は請求項８に記載の商品情報提供システム。
【請求項１０】
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　前記第２の商品関連情報がクーポンを含み、前記サーバは、前記情報表示端末装置を使
用する利用者に付与された利用者識別情報及び前記利用者が使用した前記クーポンの識別
情報を記録することを特徴とする請求項７から請求項９のいずれかに記載の商品情報提供
システム。
【請求項１１】
　前記情報表示端末装置において、前記制御部が前記クーポンを表示すると、前記サーバ
において、前記利用者が使用した前記クーポンの識別情報が記録されることを特徴とする
請求項９又は請求項１０に記載の商品情報提供システム。
【請求項１２】
　店舗の中で使用される情報表示端末装置を使用した商品販売促進方法であって、
　サーバが、前記情報表示端末装置に商品関連情報を送信するステップと、
　前記情報表示端末装置が、前記商品関連情報を表示するステップと、
　サーバが、前記情報表示端末装置に表示された前記商品関連情報に係る商品のうち、実
際に顧客が購入に至った商品に関する販売情報を、当該商品の販売元が管理する販売元管
理装置に送信するステップと、
　を具備することを特徴とする商品販売促進方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報表示端末装置及び商品情報提供システム並びに商品販売促進方法に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来、スーパーマーケットなどの店舗において、ショッピングカートに備えた端末に、
クーポン情報を表示させることが知られている。例えば、特許文献１には、顧客情報に基
づいて、ショッピングカートに備えた携帯型情報端末にクーポン情報を表示することが記
載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－２１３２７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、クーポン情報などを参照するときに端末の操作が求められるので、利用者は端
末の操作に習熟する必要があり、適切なクーポン情報を容易に参照することが困難であっ
た。
【０００５】
　本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであり、利用者が商品に関連する情報を簡単
に参照することができる情報表示端末装置及び商品情報提供システム並びに商品販売促進
方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の情報表示端末装置は、店舗の中で使用される情報表示端末装置であって、表示
部と、前記店舗における前記情報表示端末装置の位置関連情報を取得する位置関連情報取
得部と、前記表示部に、予め選択された商品に関連する第１の商品関連情報を表示し、且
つ、前記位置関連情報取得部が取得した前記位置関連情報に対応する前記店舗内の所定の
位置を検出して、前記所定の位置に対応する商品に関連する第２の商品関連情報を表示さ
せる制御部と、を具備することを特徴とする。
【０００７】
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　この構成により、利用者が商品に関連する情報を簡単に参照することができる。
【０００８】
　本発明の情報表示端末装置において、前記第１の商品関連情報及び前記第２の商品関連
情報の一方又は両方がクーポン又は広告を含むことが好ましい。
【０００９】
　本発明の情報表示端末装置において、前記制御部が、前記所定の位置を複数検出し、複
数の前記第２の商品関連情報を同一画面に表示させることが好ましい。
【００１０】
　本発明の情報表示端末装置において、前記制御部が、複数の前記商品関連情報を、前記
表示部に、所定の時間で切り替えて表示させることが好ましい。
【００１１】
　本発明の情報表示端末装置において、前記制御部が、前記第１の商品関連情報又は前記
第２の商品関連情報に対応する商品の、前記店舗における展示場所を前記表示部に表示さ
せることが好ましい。
【００１２】
　本発明の情報表示端末装置において、前記制御部が、前記第１の商品関連情報又は前記
第２の商品関連情報に対応する商品を用いる料理のレシピを、前記表示部に表示させるこ
とが好ましい。
【００１３】
　本発明の商品情報提供システムは、店舗の中で使用される情報表示端末装置と、前記情
報表示端末装置に、予め選択された商品に関連する第１の商品関連情報、及び、前記店舗
の所定の位置に対応する商品に関連する第２の商品関連情報を送信するサーバと、を具備
し、前記情報表示端末装置は、表示部と、前記店舗における前記情報表示端末装置の端末
位置に関する位置関連情報を取得する位置関連情報取得部と、前記表示部に、予め選択さ
れた商品に関連する第１の商品関連情報を表示し、且つ、前記位置関連情報取得部が取得
した前記位置関連情報に対応する前記店舗内の所定の位置を検出して、前記所定の位置に
対応する商品に関連する第２の商品関連情報を表示させる制御部と、を具備することを特
徴とする。
【００１４】
　この構成により、利用者が商品に関連する情報を簡単に参照することができる。
【００１５】
　本発明の商品情報提供システムにおいて、前記サーバが、商品の購買を勧める対象とな
る顧客を抽出するレコメンド処理部をさらに備え、前記制御部が、前記第１の商品関連情
報及び前記第２の商品関連情報のうちの少なくとも一部を、前記レコメンド処理部が抽出
した顧客のみに表示することが好ましい。
【００１６】
　本発明の商品情報提供システムにおいて、前記第１の商品関連情報がクーポンを含み、
前記サーバは、前記情報表示端末装置を使用する利用者に付与された利用者識別情報及び
前記利用者が使用した前記クーポンの識別情報を記録することが好ましい。
【００１７】
　本発明の商品情報提供システムにおいて、前記第２の商品関連情報がクーポンを含み、
前記サーバは、前記情報表示端末装置を使用する利用者に付与された利用者識別情報及び
前記利用者が使用した前記クーポンの識別情報を記録することが好ましい。
【００１８】
　本発明の商品情報提供システムにおいて、前記情報表示端末装置において、前記制御部
が前記クーポンを表示すると、前記サーバにおいて、前記利用者が使用した前記クーポン
の識別情報が記録されることが好ましい。
【００１９】
　本発明の商品販売促進方法は、店舗の中で使用される情報表示端末装置を使用した商品
販売促進方法であって、サーバが、前記情報表示端末装置に商品関連情報を送信するステ
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ップと、前記情報表示端末装置が、前記商品関連情報を表示するステップと、サーバが、
前記情報表示端末装置に表示された前記商品関連情報に係る商品のうち、実際に顧客が購
入に至った商品に関する販売情報を、当該商品の販売元が管理する販売元管理装置に送信
するステップと、を具備することを特徴とする。
【００２０】
　この構成により、販売元は、情報表示端末装置での商品関連情報の表示によって実際に
どのような商品の販売が促進されたか、その効果を容易に把握することができる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、利用者が商品に関連する情報を簡単に参照することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本実施の形態に係る商品情報提供システムを示す模式図である。
【図２】本実施の形態に係る商品情報提供システムに用いられるタブレットのハードウェ
ア構成を示すブロック図である。
【図３】本実施の形態に係る商品情報提供システムに用いられるタブレットをショッピン
グカートに取り付けた状態を示す模式図である。
【図４】本実施の形態に係る商品情報提供システムに用いられるタブレットの機能を示す
ブロック図である。
【図５】本実施の形態に係る商品情報提供システムにおけるサーバのハードウェアを示す
ブロック図である。
【図６】本実施の形態に係る商品情報提供システムにおける管理サーバの機能を示すブロ
ック図である。
【図７】本実施の形態に係る商品情報提供システムにおける処理全体の流れを示すフロー
チャート図である。
【図８】本実施の形態に係る商品情報提供システムにおける位置非依存クーポンの表示処
理の各工程を示すフローチャート図である。
【図９】本実施の形態に係る商品情報提供システムにおいてクーポンの詳細情報の表示処
理の各工程を示すフローチャート図である。
【図１０】本実施の形態に係る位置依存クーポンの表示処理の各工程を示すフローチャー
ト図である。
【図１１】本実施の形態に係る商品情報提供システムにおける位置依存クーポンリストの
表示処理の各工程を示すフローチャート図である。
【図１２】本実施の形態に係る商品情報提供システムにおけるポイント反映時の処理を示
すシーケンス図である。
【図１３】本実施の形態に係る商品情報提供システムにおける画面例を示す模式図である
。
【図１４】本実施の形態に係る商品情報提供システムにおける画面例を示す模式図である
。
【図１５】本実施の形態に係る商品情報提供システムにおける画面例を示す模式図である
。
【図１６】本実施の形態に係る商品情報提供システムにおける画面例を示す模式図である
。
【図１７】本実施の形態に係る商品情報提供システムにおける画面例を示す模式図である
。
【図１８】本実施の形態に係る商品情報提供システムにおける画面例を示す模式図である
。
【図１９】本実施の形態に係る商品情報提供システムにおける画面例を示す模式図である
。
【発明を実施するための形態】
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【００２３】
　以下、本発明に係る実施の形態について、添付図面を参照して詳細に説明する。
【００２４】
（商品情報提供システム）
　本実施の形態では、商品関連情報としてクーポンを利用者に提示する場合について説明
する。本実施の形態では、クーポンとは、所定の商品を利用者が購入した場合に当該利用
者に対して特定のポイントを付与したり、会計時に商品の値引きを行うものである。利用
者に付与されたポイントは蓄積され、利用者が商品を購入したり、賞品と交換したり、な
どの特典として使用することができる。
【００２５】
　図１は、本実施の形態に係る商品情報提供システムを示す模式図である。商品情報提供
システム１においては、本発明のサーバの一例としての管理サーバ２と、ショッピングカ
ート３に取付けられたタブレット１０と、店舗側管理装置の一例である店舗基幹サーバ４
と、メーカーサーバ５とが、インターネット６を介して相互に接続されている。
【００２６】
　管理サーバ２は、インターネット６を介してタブレット１０に商品関連情報を提供（送
信）する。メーカーサーバ５は、本発明の販売元管理装置の一例であり、インターネット
６を介して管理サーバ２に商品関連情報を提供（送信）するものである。メーカーサーバ
５によりタブレット１０からメーカーホームページサイトにアクセスできる構成としても
良い。すなわち、商品関連情報は、メーカーサーバ５から直接タブレット１０に提供（送
信）されてもよい。メーカーサーバ５は、少なくとも１つ存在していればよい。
【００２７】
　インターネット６は、インターネット基幹網、ＬＡＮ、移動体通信網、Ｗｉ－Ｆｉ（登
録商標）などを含んでいる。
【００２８】
　タブレット１０が搭載されたショッピングカート３は複数存在しても良い。店舗基幹サ
ーバ４には、少なくとも一つのＰＯＳ端末７が接続されている。ショッピングカート３及
びＰＯＳ端末７は同一の店舗８内で使用されている。店舗８は、複数存在しても良い。な
お、店舗８は、小売店と呼ばれてもよい。
【００２９】
　店舗８内には、位置信号を送信する送信装置であるビーコン９が複数設置されている。
【００３０】
（タブレット）
　図２は、本実施の形態に係る商品情報提供システムに用いられるタブレットのハードウ
ェア構成を示すブロック図である。
【００３１】
　図２に示すように、タブレット１０は、中央制御部１１、メモリ１２、ストレージデバ
イス１３、電源供給部１４、表示制御部１５、タッチパネルディスプレイ１６、入力検出
部１７、音生成部１８、スピーカ１９、ネットワーク制御部２０、近距離通信制御部２１
及びカメラ２２を備えている。
【００３２】
　本発明の制御部の一例である中央制御部１１は、タブレット１０の各部を制御するもの
である。具体的には、中央制御部１１は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎ
ｇ　Ｕｎｉｔ）等を備え、メモリ１２を用いてオペレーティングシステム（ＯＳ）や各種
処理プログラムに従って各種の制御動作を行う。
【００３３】
　メモリ１２は、例えば、ＤＲＡＭ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍ
ｅｍｏｒｙ）等により構成され、中央制御部１１等によって処理されるデータ等を一時的
に記憶するバッファメモリや、中央制御部１１等のワーキングメモリとして機能する。
【００３４】
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　ストレージデバイス１３は、例えば、不揮発性メモリ（フラッシュメモリ）等により構
成され、中央制御部１１の動作に必要な各種プログラムやデータを記憶している。
【００３５】
　電源供給部１４は、タブレット１０に必要な電力を供給するために、バッテリ又は外部
電源ソースと連結される。
【００３６】
　表示制御部１５は、中央制御部１１による各種プログラムの実行に基づいて画面を生成
し、生成された画面に従った画像信号をタッチパネルディスプレイ１６に出力する。
【００３７】
　タッチパネルディスプレイ１６は、画像を表示する表示手段としてのディスプレイ１６
ａと、ディスプレイ１６ａの表示画面の全面又は一部に配された、指やペン等の指示体で
触れることにより直接入力を行うための入力手段としての位置入力デバイス１６ｂと、を
一体化して構成されている。
【００３８】
　ディスプレイ１６ａは、例えば、液晶表示パネルで構成され、表示制御部１５から入力
された画像信号に基づいて画面を表示する。
【００３９】
　位置入力デバイス１６ｂは、指示体（例えば、人の指）によるディスプレイ１６ａの表
示画面上における接触を検知し、検出信号を入力検出部１７に出力する。入力検出部１７
は、検出信号に基づいて位置（座標）情報を中央制御部１１に出力する。
【００４０】
　音生成部１８は、中央制御部１１による各種プログラムの実行に基づいて音信号を生成
し、スピーカ１９に出力する。スピーカ１９は、音信号に従って音を再生する。
【００４１】
　ネットワーク制御部２０は、中央制御部１１による各種プログラムの実行に基づいて、
ＬＡＮ、携帯電話通信網、Ｗｉ－Ｆｉ網等のようなネットワーク通信網（図示せず）を経
由し、インターネット６を経由して外部サーバと通信を行う。
【００４２】
　近距離通信制御部２１は、中央制御部１１による各種プログラムの実行に基づいて近距
離通信を使用して外部装置と通信を行う。近距離通信手段の例としては、例えば、Ｗｉ－
Ｆｉ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、超音波通信などを挙げることができる。後述の
ようにＷｉ－Ｆｉを屋内位置測位に用いる場合には、ネットワーク制御部２０が近距離通
信制御部２１を兼ねていても良い。
【００４３】
　カメラ２２は、静止画や動画像を撮影するためのレンズ及び光学素子を含む。
【００４４】
　以上説明したタブレット１０において、目的に応じてアプリケーションプログラムやデ
ータを適宜用意することで、以降で説明するような各種機能を実現することができる。
【００４５】
　本実施の形態においては、タブレット１０は一例に過ぎず、スマートフォン、スマート
グラス、スマートウオッチ等の可搬型の情報表示端末装置を用いることができる。また、
情報表示端末装置は、店舗やその他の関連事業者が用意した端末及び顧客が持ち込んだ端
末のいずれでもよい。
【００４６】
　図３は、本実施の形態に係る商品情報提供システムに用いられるタブレットをショッピ
ングカートに取り付けた状態を示す模式図である。
【００４７】
　図３に示すように、タブレット１０は、ショッピングカート３の荷台３ａの後方に設け
られたハンドル部３ｂの中央に取り付けられているが、取り付け位置は特に限定されるも
のではない。
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【００４８】
　本実施の形態に係る商品情報提供システム１において、情報表示端末装置は、ショッピ
ングカート３に取り付けていることが必須ではなく、利用者が手に持って使用しても良い
。スマートウオッチであれば腕に装着して使用される。また、スマートグラスであれば頭
に装着して使用される。ショッピングカート３若しくは買い物カゴに、情報表示端末装置
を取外し可能に設置する取付け部を設け、顧客が持ち込んだ端末を当該取付け部に設置で
きるようにしても良い。
【００４９】
　図４は、本実施の形態に係る商品情報提供システムに用いられるタブレットの機能を示
すブロック図である。タブレット１０は、カード読み取り部４１と、ログイン・アウト管
理部４２と、位置関連情報取得部４３と、位置検出部４４と、コンテンツ処理部４５と、
動画再生部４６と、表示通知部４７と、外部データ取得部４８と、を備えている。
【００５０】
　カード読み取り部４１は、カメラ２２を制御して撮影を行い、撮影された画像データを
受信し、画像データからバーコードを抽出し、バーコードから利用者識別情報である会員
ＩＤを認識するように構成されている。
【００５１】
　会員ＩＤの認識方法は、バーコードを利用した場合に限定されず、例えば、ＩＣカード
や磁気カードを用いても良い。会員カードではなく、スマートフォンのアプリを利用して
も良い。この場合にも、画面にバーコードを表示させる場合に限らず、Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈのような近距離通信を利用し、会員ＩＤをスマートフォンからタブレット１０に送信し
ても良い。
【００５２】
　ログイン・アウト管理部４２は、カード読み取り部４１から受け取った会員ＩＤを用い
て、後述する管理サーバ２の会員管理部２１１とやり取りし、ログイン処理を実行するよ
うに構成されている。また、ログイン・アウト管理部４２は、会員管理部２１１とやり取
りして、ログアウト処理を実行するように構成されている。
【００５３】
　位置関連情報取得部４３は、近距離通信制御部２１がビーコン９から受信した位置信号
から位置関連情報を取得するように構成されている。
【００５４】
　位置検出部４４は、位置関連情報取得部４３が取得した位置関連情報に基づいて、タブ
レット１０の店舗８内での位置（以下、端末位置という）を特定し、端末位置が店舗８内
の所定の位置であることを検出するように構成されている。
【００５５】
　コンテンツ処理部４５は、ストレージデバイス１３に格納されたコンテンツ管理テーブ
ル５１を参照し、表示制御部１５を制御して、コンテンツをタッチパネルディスプレイ１
６のディスプレイ１６ａに表示させるように構成されている。
【００５６】
　本実施の形態では、コンテンツには、後述の位置非依存クーポン、位置依存クーポン、
外部クーポン、チラシ、小売店やメーカーから提供される広告、小売店やメーカーが勧め
るレコメンド情報、フロアマップ等が含まれている。
【００５７】
　コンテンツ処理部４５は、コンテンツを表示制御部１５に表示させるために、ストレー
ジデバイス１３に格納されたコンテンツデータ５２を読み出したり、ネットワーク制御部
２０にインターネット６を経由してメーカーサーバ５から取得させたり、するように構成
されている。
【００５８】
　また、コンテンツ処理部４５は、位置検出部４４が、端末位置が店舗８内の所定の位置
であることを検出したことを契機とし、所定の位置に対応する位置依存クーポンを表示す
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るように構成されている。
【００５９】
　また、コンテンツ処理部４５は、入力検出部１７から入力された位置（座標）情報に基
づいて、ディスプレイ１６ａに表示された操作用オブジェクトに対する利用者の操作を判
定し、判定結果に応じた処理（例えば、画面の切り替え）を実行する。なお、操作用オブ
ジェクトは、例えば、コンテンツに含まれる操作可能なテキストや画像のようなリンク、
ボタン、アイコン、メニューであるが特に限定されない。
【００６０】
　動画再生部４６は、コンテンツ処理部４５の指示に従って動画データを再生し、表示制
御部１５を制御してディスプレイ１６ａに表示させ、また、音生成部１８を制御してスピ
ーカ１９から音声を出力させるように構成されている。
【００６１】
　表示通知部４７は、コンテンツ処理部４５でコンテンツが表示された旨の通知（以下、
表示通知という）を、ネットワーク制御部２０を制御し、インターネット６を介して、管
理サーバ２の使用ログ収集部２１３に通知するように構成されている。
【００６２】
　外部データ取得部４８は、ネットワーク制御部２０を制御して、インターネット６を介
して、管理サーバ２のキャンペーン情報管理部２１２からコンテンツデータ５２を取得し
、ストレージデバイス１３に格納するように構成されている。
【００６３】
（サーバ）
　図５は、本実施の形態に係る商品情報提供システムにおけるサーバのハードウェアを示
すブロック図である。
【００６４】
　図５に示すように、サーバ１００は、中央制御部１０１、ネットワーク制御部１０２、
ストレージデバイス１０３、メモリ１０４及び電源供給部１０５を備えている。
【００６５】
　中央制御部１０１は、サーバ１００の各部を制御するものである。具体的には、中央制
御部１０１は、ＣＰＵ等を備え、メモリ１０４を用いてＯＳや各種処理プログラムに従っ
て各種の制御動作を行う。
【００６６】
　ネットワーク制御部１０２は、インターネット６を含むネットワークを介してデータ通
信等を遂行する。
【００６７】
　ストレージデバイス１０３は、例えば、ハードディスクドライブ、不揮発性メモリ等に
より構成され、中央制御部１０１の動作に必要な各種プログラムやデータを記憶している
。
【００６８】
　メモリ１０４は、例えば、ＤＲＡＭ等により構成され、中央制御部１０１等によって処
理されるデータ等を一時的に記憶するバッファメモリや、中央制御部１０１等のワーキン
グメモリとして機能する。
【００６９】
　電源供給部１０５は、サーバ１００に必要な電力を供給するために外部電源ソースと連
結される。
【００７０】
　以上説明したサーバ１００において、目的に応じてプログラムやデータを適宜用意する
ことで、管理サーバ２、店舗基幹サーバ４及びメーカーサーバ５を実現することができる
。
【００７１】
（管理サーバ）
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　図６は、本実施の形態に係る商品情報提供システムにおける管理サーバの機能を示すブ
ロック図である。
【００７２】
　管理サーバ２は、中央制御部１０１により実行されて各種機能を実現するサーバサイド
プログラム２０１と、ストレージデバイス１０３に格納され、各種情報を保持しているデ
ータベース２０２と、で構成される。
【００７３】
　サーバサイドプログラム２０１は、会員管理部２１１と、キャンペーン情報管理部２１
２と、使用ログ収集部２１３と、レコメンド処理部２１４と、で構成されている。
【００７４】
　一方、データベース２０２は、会員情報２２１と、キャンペーン情報２２２と、使用ロ
グ２２３と、属性・購買履歴情報２２４と、で構成されている。
【００７５】
　会員管理部２１１は、ネットワーク制御部１０２を制御してインターネット６を介して
タブレット１０のログイン・アウト管理部４２とやり取りし、ログイン処理及びログアウ
ト処理を実行するように構成されている。すなわち、ログイン処理の際には、タブレット
１０から受信した会員ＩＤを用いて会員情報２２１を参照し、会員情報２２１に含まれる
現在のポイントをタブレット１０に送信するように構成されている。
【００７６】
　キャンペーン情報管理部２１２は、キャンペーン情報２２２の生成及び管理、並びに、
タブレット１０で用いるコンテンツ管理テーブル５１の生成を行うように構成されている
。
【００７７】
　使用ログ収集部２１３は、タブレット１０の表示通知部４７から送信された表示通知を
、ネットワーク制御部１０２を制御して、インターネット６を介して、受信させるように
構成されている。そして、使用ログ収集部２１３は、ネットワーク制御部１０２から表示
通知を受け取り、使用ログ２２３に記録するように、構成されている。
【００７８】
　レコメンド処理部２１４は、属性・購買履歴情報２２４を解析し、商品の購買を勧める
対象に該当する会員を会員情報２２１から抽出するように構成されている。また、レコメ
ンド処理部２１４は、抽出した会員の会員ＩＤを、ネットワーク制御部１０２を制御して
インターネット６を介してタブレット１０に送信し、タブレット１０のコンテンツ処理部
４５に、抽出した会員ＩＤに該当する会員に対して当該商品に関するクーポンを表示させ
るように構成されている。本実施の形態では、レコメンド処理部２１４は、管理サーバ２
の構成装置としたが、レコメンド処理専用のサーバを別途設け、全体として本発明のサー
バを構成しても良い。
【００７９】
　上述のように、管理サーバ２のキャンペーン情報管理部２１２は、キャンペーン情報２
２２の生成及び管理並びにコンテンツ管理テーブル５１の生成を行うように構成されてい
る。
【００８０】
（処理の流れ）
　図７は、本実施の形態に係る商品情報提供システムにおける処理全体の流れを示すフロ
ーチャート図である。図７に示すように、まず、管理サーバ２のキャンペーン情報管理部
２１２において、キャンペーン情報の生成を行う（Ｓ１）。
【００８１】
　次に、タブレット１０においてコンテンツの表示を行う（Ｓ２）。コンテンツの表示に
は、位置非依存クーポンの表示、及び、位置依存クーポンの表示が含まれる。
【００８２】
　次いで、クーポンの使用が行われる（Ｓ３）。本実施の形態では、クーポンの使用は、
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各利用者が使用するタブレット１０においてクーポンを表示し、且つ、利用者がクーポン
に対応する商品を購入し、ＰＯＳ端末７で精算が行われるまでの処理をいう。
【００８３】
　最後に、ポイントの反映が行われる（Ｓ４）。ポイントの反映とは、ある会員について
、使用ログに記録されたクーポンの表示履歴と、ＰＯＳ端末７で行われた購買履歴とをつ
き合わせ、会員が所持するポイント残高に、今回の買い物で獲得したポイントを追加する
処理をいう。本実施の形態では、ポイントの反映は、定期的に、例えば、閉店後などの１
日１回行われる。しかし、これに限定されず、リアルタイムに随時ポイントの反映が行わ
れても良い。ポイントの反映（Ｓ４）は、管理サーバ２又は店舗側管理装置である店舗基
幹サーバ４のいずれで行われても良い。また、本例ではポイントを付与する例を説明して
いるが、クーポンの表示履歴をＰＯＳ端末７で参照し、会計時に商品価格からクーポンに
よる割引額若しくは割引率に相当する金額を直接値引きしても良い。
【００８４】
＜キャンペーン情報の生成＞
　管理サーバ２は、以下に説明するキャンペーン情報２２２を生成し、データベース２０
２に登録する。
【００８５】
　キャンペーン情報２２２は、クーポン毎に用意されたクーポン情報を含む。クーポン情
報は、以下の項目を含む。
・クーポン識別情報
・クーポン種別
・対象者種別
・店舗コード
・棚番号
・売り場番号
・売り場名
・クーポン関連情報（テキスト）
‐タイトル
‐商品名
‐内容
‐メーカー名
・商品識別情報
‐対象商品ＩＤ
‐代表ＪＡＮ
‐商品名
・ポイント関連情報
‐ポイント種別
‐ポイント付与値
・クーポンリンク情報
‐画像パス
‐動画パス
‐レシピＵＲＬ
‐「さらに詳しく」ＵＲＬ
‐「さらに詳しく」画像パス
・発行期間関連情報
‐開始日
‐終了日
‐有効日数
‐使用回数上限
・外部クーポン関連情報
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‐外部クーポン識別情報
【００８６】
　クーポン情報には、第１の商品関連情報の一例としての位置非依存クーポンと、第２の
商品関連情報の一例としての位置依存クーポンとの２つの種類が存在する。本実施の形態
では、クーポン情報の棚番号の項目が空欄（Ｎｕｌｌ）のものを位置非依存クーポンとい
い、同項目に棚番号が含まれているものを位置依存クーポンという。２つのクーポンの区
別は、この例に限定されず、クーポン情報に、位置依存又は非依存を示すフラグを設け、
当該フラグのオン又はオフにより判断しても良い。
【００８７】
　さらに、管理サーバ２のキャンペーン情報管理部２１２は、キャンペーン情報２２２に
基づいて、タブレット１０が使用するコンテンツ管理テーブル５１を生成する。コンテン
ツ管理テーブル５１は、キャンペーン情報２２２からタブレット１０が使用される店舗８
の店舗コードに対応するクーポン情報を抽出し生成することができる。また、各クーポン
情報に含まれる上記項目のうちの一部を抽出して良い。しかしながら、前述のような抽出
を行わず、コンテンツ管理テーブル５１がキャンペーン情報２２２とまったく同一であっ
ても良い。
【００８８】
　本実施の形態では、特定の店舗８を示す店舗コードを含むクーポン情報を抽出し、各ク
ーポン情報は、上記説明したすべての項目を含む場合を想定し、以下説明する。
【００８９】
　生成されたコンテンツ管理テーブル５１を、タブレット１０の外部データ取得部４８が
管理サーバ２のキャンペーン情報管理部２１２から受信し、ストレージデバイス１３に格
納する。
【００９０】
＜コンテンツの表示＞
　タブレット１０において、コンテンツ処理部４５が、プログラムに従って各種コンテン
ツを、表示制御部１５にディスプレイ１６ａに表示させる。コンテンツには、クーポンの
表示に加え、ログイン・アウトのための操作画面、チラシ、フロアマップ、利用者にタブ
レット１０の操作を案内するガイダンスなどが含まれるが、特に限定されない。
【００９１】
　コンテンツに含まれる表示要素であるリソースは、予めストレージデバイス１３にコン
テンツデータ５２として格納されていても良い。また、外部データ取得部４８が管理サー
バ２、メーカーサーバ５などの外部サーバから取得し、コンテンツデータ５２としてスト
レージデバイス１３に格納しても良い。タブレット１０にメモリカードなどの外部メディ
アドライブを備えて、これらからリソースを読み込み、ストレージデバイス１３に格納し
ても良い。
【００９２】
（クーポンの表示）
　本実施の形態では、タブレット１０においてクーポンの表示を行う。上記の通り、クー
ポンには、位置非依存クーポン及び位置依存クーポンがあり、それぞれ表示の態様が異な
っている。
【００９３】
（位置非依存クーポンの表示）
　図８は、本実施の形態に係る商品情報提供システムにおける位置非依存クーポンの表示
処理の各工程を示すフローチャート図である。図８に示すように、まず、利用者によるロ
グイン処理が行われる（Ｓ１１）。ログイン処理は、カード読み取り部４１がカメラ２２
を制御し、利用者が所有する会員カードに印刷されたバーコードを含む画像を撮影させ、
画像からバーコードを抽出し、デコードして会員ＩＤを取得する。次に、ログイン・アウ
ト管理部４２が、少なくとも会員ＩＤを含むログイン情報を、ネットワーク制御部２０を
制御してインターネット６を介して管理サーバ２の会員管理部２１１に送信する。



(13) JP WO2017/065187 A1 2017.4.20

10

20

30

40

50

【００９４】
　管理サーバ２では、会員管理部２１１が、受信した会員ＩＤを用いて、データベース２
０２の会員情報２２１から会員ＩＤに対応する会員情報を取得し、タブレット１０に送信
する。タブレット１０では、会員情報を取得し、メモリ１２に記憶する。会員情報は、少
なくとも利用者のポイント残高を含むが、特に限定されない。
【００９５】
　ログイン処理（Ｓ１１）が完了した後で、コンテンツ処理部４５が、メモリ１２から会
員情報を読み出し、利用者のポイント残高、すなわち現在のポイントを含むコンテンツを
、ディスプレイ１６ａに表示しても良い。
【００９６】
　本実施の形態では、ログイン処理におけるポイント残高等の取得は、管理サーバ２に設
けた会員管理部２１１が、データベース２０２の会員情報２２１を参照して行っている。
しかし、これに限定されず、例えば、店舗基幹サーバ４が会員情報２２１を保持し、会員
管理部２１１がタブレット１０から受信した会員ＩＤを店舗基幹サーバ４に送信し、店舗
基幹サーバ４が会員ＩＤに対応するポイント残高等を取得し、会員管理部２１１に返信し
ても良い。
【００９７】
　ログイン処理（Ｓ１１）が完了すると、コンテンツ処理部４５が、表示制御部１５に、
タブレット１０のディスプレイ１６ａにおいてＮ番目（初期値＝１）の位置非依存クーポ
ン（図中、単にクーポンと表示する）を表示させる（Ｓ１２）。この位置非依存クーポン
を含む、ディスプレイ１６ａに表示される画面をホーム画面と呼ぶ。
【００９８】
　本実施の形態では、ホーム画面には、例えば、一つの位置非依存クーポンが画面中央に
操作を受付可能な状態で表示され、その左右又は上下に、一つ前の位置依存クーポンと、
一つ後の位置依存クーポンが操作を受付不可能な状態で表示されている。
【００９９】
　つまり、位置非依存クーポンが多数ある場合、一つの画面にそれらの一部を表示し、自
動的に所定の時間で切り替えても良いし、手動で切り替えて表示しても良い。
【０１００】
　ただし、位置非依存クーポンの表示態様はこれに限定されず、複数同時に、操作を受付
可能な状態で表示されても良い。
【０１０１】
　コンテンツ処理部４５は、ホーム画面に位置非依存クーポンを表示させたこと（表示履
歴）を、表示通知部４７に伝える。表示通知部４７は、ネットワーク制御部２０を制御し
て、インターネット６を介して、管理サーバ２の使用ログ収集部２１３に、クーポンの表
示を通知する（Ｓ１３）。この表示通知は、例えば、利用者の会員ＩＤ及びクーポンに付
与されたクーポン識別情報を少なくとも含む信号を送信することにより行われる。
【０１０２】
　次に、コンテンツ処理部４５は、利用者がホーム画面に表示された位置非依存クーポン
に対し、当該クーポンを使用する旨の意思表示である、クーポン使用操作を行った否か判
定する（Ｓ１４）。当該操作は、ホーム画面に表示された位置非依存クーポンの表示領域
に含まれる、クーポン使用操作を受け付けるアイコンをタッチすることにより行われる。
Ｓ１４においてＹｅｓであれば、使用フラグをＯＮし、メモリ１２に記憶する（Ｓ１５）
。一方、Ｓ１４においてＮｏであれば、Ｓ１７に進む。
【０１０３】
　Ｓ１５において、メモリ１２に使用フラグのＯＮを記憶したならば、コンテンツ処理部
４５は、ホーム画面における位置非依存クーポンの表示領域に、クーポンを使用すること
を識別可能なように表示を変更する（Ｓ１６）。表示の変更は、例えば、クーポン使用ア
イコンを表示することである。
【０１０４】
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　次いで、コンテンツ処理部４５は、利用者がログアウトの意思表示である、ログアウト
操作を行ったか否か判定する（Ｓ１７）。ログアウト操作は、例えば、ホーム画面に含ま
れるログアウトアイコンを利用者がタッチすることで行うことができる。Ｓ１７でＮｏで
あったならば、係数Ｎを１インクリメントし（Ｓ１８）、Ｓ１２に戻り、次の位置非依存
クーポンを表示する。一方、Ｓ１７でＹｅｓであったならば、ログアウト処理を行う（Ｓ
１９）。ログアウト処理では、ログイン・アウト管理部４２が、ネットワーク制御部２０
を制御して、インターネット６を介して、管理サーバ２の使用ログ収集部２１３に、少な
くとも会員ＩＤを含むログアウト情報を通知する。使用ログ収集部２１３は、ログアウト
情報を受信したならば、当該利用者についての使用ログの収集を終了する。
【０１０５】
　ログアウト処理は、利用者による操作に基づかず自動的に行っても良い。例えば、カー
ト置き場にビーコンを設置し、当該ビーコンからの信号を検知したならば、直ちに又は所
定時間経過後に、ログアウト処理を強制的に実行させても良い。これにより、ショッピン
グカート３がカート置き場に戻された場合にログアウト処理を実行できるので、利用者に
よるログアウトの忘れを防止することができる。
【０１０６】
　また、端末位置に基づいて、ショッピングカート３が所定時間移動せず、同じ位置にあ
ることを検知し、ログアウト処理を強制的に実行させても良い。これにより、利用者がシ
ョッピングカート３をフロアに放置してしまった場合にログアウト処理を実行できるので
、他の利用者がそのままタブレット１０を利用するという不都合が起こるのを抑制するこ
とができる。
【０１０７】
　図８を用いて説明したホーム画面における位置非依存クーポンの表示において、現在表
示中の位置非依存クーポンに関する詳細情報を表示させることができる。
【０１０８】
　図９は、本実施の形態に係る商品情報提供システムにおいてクーポンの詳細情報の表示
処理の各工程を示すフローチャート図である。図９に示すように、コンテンツ処理部４５
は、タッチパネルディスプレイ１６のディスプレイ１６ａに表示されたＮ番目の位置非依
存クーポンの表示領域を、利用者がタッチし、当該クーポンを選択したか否か判断する（
Ｓ２１）。タッチの検出は、コンテンツ処理部４５が位置入力デバイス１６ｂ及び入力検
出部１７を制御して行う。
【０１０９】
　Ｓ２１でＹｅｓであったならば、コンテンツ処理部４５は、表示制御部１５に、ディス
プレイ１６ａにおいて、選択された位置非依存クーポンの詳細画面をホーム画面上に重畳
表示させる（Ｓ２２）。ここでＮｏの場合は、Ｓ２１を繰り返し、図８に示すホーム画面
の表示を継続しながら、クーポンの選択を待つ。
【０１１０】
　詳細画面を表示したならば、表示通知部４７が管理サーバ２の使用ログ収集部２１３に
、位置非依存クーポンの詳細画面を表示した旨を通知する（Ｓ２３）。この表示通知は、
図８を参照して説明したクーポンの表示通知（Ｓ１３）と同様に行われる。
【０１１１】
　選択された位置非依存クーポンの詳細画面には、動画再生を指示するためのビデオボタ
ンと、レシピ表示を指示するためのレシピボタンが含まれている。
【０１１２】
　コンテンツ処理部４５は、ビデオボタンがＯＮされた否か判断する（Ｓ２４）。ここで
、Ｎｏであったならば、Ｓ２６に進む。Ｓ２４でＹｅｓであったならば、コンテンツ処理
部４５は、動画再生部４６に動画の再生を指示する（Ｓ２５）。動画再生部４６は、コン
テンツ管理テーブル５１に含まれる動画パスに従って、動画データをストレージデバイス
１３のコンテンツデータ５２から読み出し、表示制御部１５にディスプレイ１６ａにおい
て動画を表示させる。動画パスは、ストレージデバイス１３のような内部パスや、メーカ
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ーサーバ５のような外部パスのいずれであっても良い。
【０１１３】
　動画の再生が終了したならば、Ｓ２６に進む。動画の再生の終了は、動画がすべて再生
され、自動的に行っても良いし、利用者により動画再生を終了する旨の操作を受け付けて
行っても良い。
【０１１４】
　次に、コンテンツ処理部４５は、レシピボタンがＯＮされたか否か判断する（Ｓ２６）
。ここで、Ｎｏであったならば、Ｓ２８に進む。Ｓ２６でＹｅｓであったならば、コンテ
ンツ処理部４５は、表示制御部１５に、ディスプレイ１６ａにおいてレシピを表示させる
（Ｓ２７）。レシピは、コンテンツ管理テーブル５１に含まれるレシピＵＲＬで指定され
たメーカーサーバ５が公開するホームページ情報であるが特に限定されない。
【０１１５】
　レシピの表示が終了したならば、Ｓ２８に進む。レシピの表示の終了は、利用者により
レシピの閲覧を終了する旨の操作を受け付けて行われるが、特に限定されない。
【０１１６】
　動画の再生（Ｓ２５）及びレシピの表示（Ｓ２７）があった後、Ｓ２３と同様に、表示
通知部４７が、動画の再生やレシピの表示を行った旨を、管理サーバ２の使用ログ収集部
２１３に通知しても良い。
【０１１７】
　次いで、コンテンツ処理部４５は、詳細画面を閉じる旨の指示を受け付けたか否か判定
する（Ｓ２８）。閉じる旨の指示は、詳細画面の表示終了の指示である。この指示は、例
えば、詳細画面に含まれる「閉じる」アイコンを利用者がタッチすることで行われる。Ｓ
２８でＹｅｓであったならば、コンテンツ処理部４５は、詳細画面を閉じて、図８を参照
して説明したホーム画面の表示を継続する。一方、Ｓ２８でＮｏであったならば、Ｓ２２
に戻って詳細画面の表示を継続する。
【０１１８】
　なお、図９を参照して説明した詳細画面の表示では、ビデオボタン及びレシピボタンの
両方が含まれているが、いずれか一方であっても、いずれも含まれていなくても良い。
【０１１９】
　また、図９を参照して説明した詳細画面の表示では、図８を参照して説明したクーポン
使用操作の判定（図８中Ｓ１４）を行い、使用フラグをＯＮし、メモリ１２に記憶し（図
８中Ｓ１５）、詳細画面にクーポンを使用することを識別可能なように、例えば、クーポ
ン使用操作を受け付けるアイコンに付記されるテキストの内容やアイコンの色を変更して
も良い。
【０１２０】
　また、詳細画面には、さらに詳しい情報を得るためのリンクが含まれていても良い。リ
ンクは、例えば、メーカーサーバ５が提供する商品に関するホームページのＵＲＬであっ
ても良いが、特に限定されない。さらに詳しい情報へのリンクは、コンテンツ管理テーブ
ル５１に含まれる「さらに詳しく」ＵＲＬや「さらに詳しく」画像パスの項目で指定され
た情報が用いられる。
【０１２１】
　また、ホーム画面や詳細画面には、チラシボタン及びフロアマップボタンが含まれてい
ても良い。
【０１２２】
　利用者がチラシボタンをタッチすると、コンテンツ処理部４５は、コンテンツデータ５
２に含まれているチラシ画像をディスプレイ１６ａに表示する。
【０１２３】
　また、利用者がフロアマップボタンをタッチすると、コンテンツ処理部４５は、コンテ
ンツデータ５２に含まれているフロアマップ画像をディスプレイ１６ａに表示する。
【０１２４】
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　さらに、ホーム画面や詳細画面には、利用者による操作を受け付けるための売り場案内
ボタン等が含まれていても良い。売り場案内ボタン等がタッチされたならば、コンテンツ
処理部４５は、売り場案内マップを生成し、売り場案内マップを、表示制御部１５を制御
してディスプレイ１６ａに表示させても良い。売り場案内マップでは、現在表示中のクー
ポンに対応した商品が展示・販売されている店舗内の位置が表示される。
【０１２５】
　売り場案内マップの生成は、例えば次のようにして行うことができる。コンテンツ処理
部４５が、コンテンツ管理テーブル５１から現在表示中のクーポンに対応する棚番号を取
得し、フロアマップ画像中の棚番号に対応する位置に印をつける。印は、棚番号に対応す
る棚の位置に、フロアマップ画像中の棚とは異なる色を有する半透明画像を重畳表示する
ことにより行うことができる。もちろん半透明画像に変えて、星印のようなマークやテキ
ストを表示しても構わない。
【０１２６】
　売り場案内マップには、現在のタブレット１０、すなわちショッピングカート３の位置
を示すアイコンを表示しても良い。例えば、コンテンツ処理部４５が、位置検出部４４か
ら端末位置を取得し、フロアマップ画像中の端末位置に印をつける。印としては、ショッ
ピングカート３を示すアイコン画像、○印のようなマークやテキストを表示することがで
きる。
【０１２７】
（位置依存クーポンの表示）
　次に、位置依存クーポンの表示について説明する。位置依存クーポンは、上述の図９を
参照して説明した、位置非依存クーポンの詳細画面と同様に、ホーム画面の上に重畳表示
される。
【０１２８】
　図１０は、本実施の形態に係る位置依存クーポンの表示処理の各工程を示すフローチャ
ート図である。
【０１２９】
　コンテンツ処理部４５は、タブレット１０、すなわちショッピングカート３の位置が、
店舗内の所定の位置であることを検出したか否か判定する（Ｓ３１）。所定の位置とは、
特定の商品と対応付けられた店舗８内の位置である。店舗８内の位置とは、例えば、店舗
８内に設置された棚である。店舗８内の位置は、棚以外に、ワゴン、ショーケース、ショ
ーウインドウ、試食コーナー等のいずれの展示場所であっても良く、特に限定されない。
本明細書では、所定の位置の検出を単に位置検出ともいう。
【０１３０】
　位置検出は、図８を参照して説明したホーム画面の表示処理と並行して行われる。
【０１３１】
　Ｓ３１でＮｏであったならば、位置検出の有無の判定を繰り返し、位置検出を待つ。
【０１３２】
（位置検出）
　本実施の形態では、屋内位置測位に、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　Ｌｏｗ　Ｅｎｅｒｇｙ（Ｂ
ＬＥ）を用いた。すなわち、まず、位置関連情報取得部４３が、近距離通信制御部２１と
してのＢｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールを制御し、店舗８内の各所に設けられたビーコン９
に内蔵されたＢｌｕｅｔｏｏｔｈ発信機からの位置関連情報を受信させる。位置関連情報
取得部４３は、受信した位置関連情報を、位置検出部４４に渡す。位置検出部４４は、位
置関連情報に基づいて、店舗８内におけるタブレット１０の端末位置を計測する。端末位
置の計測は、一つのビーコン９からの位置関連情報に基づいて行っても良いし、複数のビ
ーコン９からの位置関連情報に基づいて行っても良い。
【０１３３】
　ここで、位置関連情報とは、端末位置の計測に用いられるものであれば特定されず、必
ずしもビーコン９の座標等である必要はない。
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【０１３４】
　なお、屋内位置測位は、ＢＬＥを用いる方法に限定されない。例えば、Ｗｉ－Ｆｉ、超
音波、自律航法（ＰＤＲ）、及び、ＩＭＥＳ（Ｉｎｄｏｏｒ　ＭＥｓｓａｇｉｎｇ　Ｓｙ
ｓｔｅｍ）を用いる屋内位置測位技術を用いることができ、これらのうち少なくとも２つ
を組み合わせることも可能である。
【０１３５】
　ここでは、送信装置であるビーコン９が位置関連情報を含む信号を送信し、これをタブ
レット１０で受信し、位置関連情報を利用して端末位置を計測している。しかし、これと
は逆に、タブレット１０が信号を送信し、店舗８内の各所に設置された受信装置がタブレ
ット１０から信号を受信し、端末位置を計測しても良い。すなわち、タブレット１０が、
端末識別情報を含む信号を送信しながら店舗８内を移動する。店舗８内の各所には受信装
置が設置されている。ある受信装置が、タブレット１０から信号を受信すると、受信装置
自らが、又は、受信装置に接続された店舗側管理装置が、端末識別情報と受信装置の設置
場所を示す位置関連情報とを用いて端末位置を計測することもできる。
【０１３６】
　このように、店舗８内における端末位置の特定を行う主体やその手法は特に限定される
ものではない。
【０１３７】
　次に、位置検出部４４は、例えば、タブレット１０の端末位置と、コンテンツ管理テー
ブル５１に含まれる各クーポン情報の棚番号とに基づいて、端末位置が棚番号で指定され
る店舗８内の所定の位置であることを検出する。
【０１３８】
　図１０のＳ３１において、所定の位置を検出したならば（Ｙｅｓ）、コンテンツ処理部
４５が、当該所定の位置に対応する商品のクーポン、すなわち位置依存クーポンを、表示
制御部１５にディスプレイ１６ａに表示させる（Ｓ３２）。ここでは、位置依存クーポン
を含む詳細画面が、図８を用いて説明した位置非依存クーポンを含むホーム画面の上に重
畳表示される。
【０１３９】
　次に、コンテンツ処理部４５は、管理サーバ２の使用ログ収集部２１３に位置依存クー
ポンの表示を通知する（Ｓ３３）。表示通知は、例えば、利用者の会員ＩＤ及びクーポン
に付与されたクーポン識別情報を少なくとも含む信号を送信することにより行われる。
【０１４０】
　次に、コンテンツ処理部４５は、Ｓ３３で表示した位置依存クーポンのクーポン識別情
報をメモリ１２に記憶する（Ｓ３４）。
【０１４１】
　その後、コンテンツ処理部４５は、位置依存クーポンを含む詳細画面を閉じる旨の指示
を受け付けたか否か判定する（Ｓ３５）。Ｓ３５でＹｅｓであったならば、コンテンツ処
理部４５は、詳細画面を閉じて、Ｓ３１に戻って次の位置検出を待つ。一方、Ｓ３５でＮ
ｏであったならば、Ｓ３５を繰り返し、詳細画面の表示を継続する。
【０１４２】
　Ｓ３２で表示される位置依存クーポンを含む詳細画面には、図８を用いて説明した位置
非依存クーポンの詳細画面と同様に、ビデオボタン、レシピボタン、クーポン使用操作を
受け付けるアイコン及び／又はさらに詳しい情報を得るためのリンクが含まれていても良
い。
【０１４３】
　Ｓ３４でメモリ１２に記憶した位置依存クーポンのクーポン識別情報は、以下に説明す
る位置依存クーポンリストの表示で使用する。
【０１４４】
（位置依存クーポンリストの表示）
　図１１は、本実施の形態に係る商品情報提供システムにおける位置依存クーポンリスト
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の表示処理の各工程を示すフローチャート図である。図１１に示すように、コンテンツ処
理部４５は、リスト画面（後述）の表示操作を利用者が行ったか否か判定する（Ｓ４１）
。より具体的には、例えば、ホーム画面に含まれる位置依存クーポンアイコンを、利用者
がタッチしたか否か判定する。Ｓ４１でＮｏであったならば、この処理（Ｓ４１）を繰り
返す。
【０１４５】
　Ｓ４１でＹｅｓであったならば、コンテンツ処理部４５は、表示制御部１５に、ディス
プレイ１６ａに表示されたホーム画面の上に、位置依存クーポンリストを含む画面（以下
、リスト画面という）を表示させる（Ｓ４２）。位置依存クーポンリストは、図１０を参
照して説明した位置依存クーポンの記録（Ｓ３４）でメモリ１２に記憶したクーポン識別
情報と、コンテンツ管理テーブル５１と、コンテンツデータ５２とに基づいて、コンテン
ツ処理部４５が生成する。
【０１４６】
　リスト画面には、位置非依存クーポンが一つずつ表示されても、複数が同一画面に同時
に表示されても、いずれであっても良い。位置非依存クーポンが多数ある場合、同一画面
にそれらの一部を表示し、自動又は手動で、順次切り替えて表示させても良い。
【０１４７】
　リスト画面において各位置依存クーポンの表示領域には、図１０を用いて説明した位置
依存クーポンの詳細画面を表示させるためのアイコン又はボタンのような操作用オブジェ
クトが含まれていても良い。これらの操作用オブジェクトがＯＮされると、図１０を用い
て説明した位置依存クーポンの詳細画面が表示される。
【０１４８】
　また、リスト画面において、各位置依存クーポンの表示領域には、図８を参照して説明
したクーポン使用操作（図８中Ｓ１４）を受け付けるためのアイコンが含まれていても良
い。
【０１４９】
　次いで、コンテンツ処理部４５は、リスト画面を閉じる旨の指示を受け付けたか否か判
定する（Ｓ４３）。Ｓ４３でＹｅｓであったならば、コンテンツ処理部４５は、リスト画
面を閉じて処理を終了する。一方、Ｓ４３でＮｏであったならば、Ｓ４２に戻ってリスト
画面の表示を継続させる。
【０１５０】
（クーポン対象者のみへのクーポンの表示）
　以上の説明では、位置非依存クーポン及び位置依存クーポンのいずれも、すべての会員
に対して表示を行うことを前提に説明した。しかしながら、一部の会員にのみにクーポン
情報を表示しても良い。
【０１５１】
　より具体的には、クーポン情報のクーポン種別で、「全員」及び「一部」のような種別
を設定する。そして、種別が「全員」については、上述のように、クーポンの表示を会員
全員に対して行う。一方、種別が「一部」である場合には、クーポンの表示を一部の会員
に対して選択的に行う。一部の会員の指定は、例えば、クーポンを見せたい会員の会員Ｉ
Ｄを少なくとも１つ含むクーポン対象者リストを用意し、当該リストに、タブレット１０
の利用者の会員ＩＤが含まれているか否かを判定し、含まれている場合に、クーポンの表
示を行うようにする。
【０１５２】
　クーポン対象者リストは、例えば、種別が「一部」のクーポンに対して一つ用意しても
良いし、種別が「一部」のクーポンをいくつかのグループに分け、それぞれのグループに
対して一つ用意しても良いし、種別が「一部」のクーポンのそれぞれに対して、一つずつ
用意しても良い。
【０１５３】
　本実施の形態では、クーポン対象者リストを、図６に示すレコメンド処理部２１４が、
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属性・購買履歴情報２２４に基づいて作成する。レコメンド処理部２１４は、作成したク
ーポン対象者リストを、ネットワーク制御部１０２を制御し、インターネット６を介して
、タブレット１０に送信させる。タブレット１０において、外部データ取得部４８が、ネ
ットワーク制御部２０を介してクーポン対象者リストを受信し、ストレージデバイス１３
に格納する。コンテンツ処理部４５は、クーポンを表示する際に、コンテンツ管理テーブ
ル５１に含まれるクーポン種別を確認し、種別が「一部」であれば、クーポン対象者リス
トを確認し、利用者の会員ＩＤが含まれているか否か判定する。会員ＩＤがクーポン対象
者リストに含まれている場合に、クーポンを、表示制御部１５を制御してディスプレイ１
６ａに表示させる。一方、含まれていない場合には、クーポンは表示しない。
【０１５４】
　レコメンド処理部２１４におけるクーポン対象者リストの作成には機械学習を適用する
ことができる。なお、必ずしもクーポンの対象者をリスト化する必要はなく、中央制御部
１０１が、レコメンド処理部２１４が作成したクーポン対象者情報（商品購買を勧める対
象者に関する情報）を参照し、会員ＩＤにより特定される会員がクーポン対象者に該当す
るか否かを判断し、該当すると判断した場合にクーポンを表示するようにしても良い。
【０１５５】
（クーポンの使用ログ）
　管理サーバ２の使用ログ収集部２１３は、ネットワーク制御部１０２を制御し、インタ
ーネット６を介して、タブレット１０と通信を行い、タブレット１０の表示通知部４７か
ら、会員ＩＤ及びクーポン識別情報を含む通知を受信し、データベース２０２の使用ログ
２２３に記録していく。使用ログ収集部２１３は、クーポンの表示に関する通知だけでは
なく、タブレット１０で行われる操作や位置検出部４４で計測した端末位置をタブレット
１０から受信し、使用ログ２２３に記録しても良い。
【０１５６】
＜クーポンの使用＞
　本実施の形態において、クーポンの使用とは、上述の通り、ディスプレイ１６ａにクー
ポンを表示すること、及び、ＰＯＳ端末７で、表示したクーポンの対象商品を購入するこ
と、の２つの条件を満たすことにより行われる。
【０１５７】
　ＰＯＳ端末７では、会員カードに印刷されたバーコードを読み取って会員ＩＤを取得し
て、利用者が購入した商品を精算する際に、購入した商品を識別する情報（以下、購入商
品識別情報という）、例えば、対象商品ＩＤ又はＪＡＮコードを記録する。会員ＩＤと購
入商品識別情報とを少なくとも含む購買履歴は、店舗基幹サーバ４に送信される。店舗基
幹サーバ４は、ＰＯＳ端末７から送信された購買履歴を、ストレージデバイス１０３に蓄
積していく。
【０１５８】
　既に説明したように、会員カードからの会員ＩＤの取得は、バーコードを利用する場合
に限定されず、ＩＣカードや磁気カードを用いても良い。
【０１５９】
＜ポイントの反映＞
　図１２は、本実施の形態に係る商品情報提供システムにおけるポイント反映時の処理を
示すシーケンス図である。図１２に示すように、まず、管理サーバ２の使用ログ収集部２
１３が、蓄積された使用ログを店舗基幹サーバ４に送信する（Ｓ６１）。店舗基幹サーバ
４は、受信した使用ログ２２３と、ＰＯＳ端末７から収集した購入履歴とを、キャンペー
ン情報２２２を用いて、つき合わせる（Ｓ６２）。この処理を、ポイントの反映と呼ぶ。
【０１６０】
　キャンペーン情報２２２は、店舗基幹サーバ４に転送されていても良い。また、店舗基
幹サーバ４が、管理サーバ２のキャンペーン情報管理部２１２と連携し、キャンペーン情
報２２２を、インターネット６を介して参照しつつ、使用ログ２２３と購入履歴との突合
せを行っても良い。
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【０１６１】
　次いで、店舗基幹サーバ４では、さらに、ポイントの反映（Ｓ６２）の結果に基づいて
、ポイント付与対象者リストを生成する（Ｓ６３）。ポイント付与対象者リストとは、ク
ーポンをタブレット１０で表示し、且つ、表示されたクーポンに対応する商品を実際に購
入し、ＰＯＳ端末７で購入履歴が記録された会員の会員ＩＤを記載したリストである。
【０１６２】
　店舗基幹サーバ４は、ポイント付与対象者リストを、使用ログ収集部２１３に送信する
（Ｓ６４）。使用ログ収集部２１３は、受信したポイント付与対象者リストを使用して使
用ログ２２３の消し込みを行う（Ｓ６５）。使用ログ２２３の消し込みは必ずしも行わな
くても良い。
【０１６３】
　また、店舗基幹サーバ４は、レコメンド処理部２１４にポイント付与対象者リストを送
信する（Ｓ６６）。レコメンド処理部２１４では、ポイント付与対象者リストに基づいて
ブラッシュアップを行う（Ｓ６７）。
【０１６４】
　ここでブラッシュアップとは、商品関連情報に対する顧客反応、（例えば、クーポンに
反応しやすい人等）を踏まえ、再学習し、ターゲティング精度を向上させる処理をいう。
【０１６５】
　また、店舗基幹サーバ４は、メーカーサーバ５にポイント付与対象者リストを送信する
（Ｓ６８）。メーカーサーバ５は、ポイント付与対象者リストに基づいて、フィードバッ
クが行われる（Ｓ６９）。
【０１６６】
　ここで、フィードバックとは、クーポンが利用された結果（例えば、日にち、店舗、件
数、商品名、ＪＡＮコード、利用者の属性等）を、メーカーサーバ５に送信する処理をい
う。
【０１６７】
（画面の遷移）
　本発明の適用例として、タブレット１０における画面遷移を説明する。図１３～図１９
は、本実施の形態に係る商品情報提供システムにおける画面例を示す模式図である。
【０１６８】
　ログイン時には、コンテンツ処理部４５は、ディスプレイ１６ａに、利用者に対してロ
グイン操作を促す初期画面、会員カードの読み込みを説明するガイダンス画面、会員ガー
ドの読み込みの処理中や完了を示すカード読み込み画面、使用規約を表示し、同意を求め
る使用規約画面等を表示する。
【０１６９】
　ログイン終了後、コンテンツ処理部４５は、ディスプレイ１６ａに、図１３に示すよう
に、位置非依存クーポンを表示するホーム画面３００を表示する。ホーム画面３００は、
画面の幅方向に位置非依存クーポンを表示する表示領域３０１、３０２、３０３が、右手
から順番に３つ並んで設けられている。表示領域３０１がＮ－１番目のクーポン、すなわ
ち一つ前のクーポンを、表示領域３０２がＮ番目のクーポン、すなわち現在のクーポンを
、表示領域３０３がＮ＋１番目のクーポン、すなわち次のクーポンを、それぞれ表示して
いる。Ｎ番目のクーポンが表示された表示領域３０２に、図８を参照して説明したように
、Ｎ番目のクーポンが、操作を受付可能な状態で表示され、表示領域３０１にＮ－１番目
のクーポンが、表示領域３０３にＮ＋１番目のクーポンが、それぞれ操作を受付不可能な
状態で表示されている。
【０１７０】
　ホーム画面３００では、複数の位置非依存クーポンが、表示領域３０１、３０２、３０
３に、所定の時間で切り替えて表示される。
【０１７１】
　表示領域３０１、３０２、３０３の略中央には、クーポンに対応付けられた商品画像３
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０４がそれぞれ表示され、それらの上側には、商品名３０５、及び、メーカー名３０６が
それぞれ表示されている。
【０１７２】
　また、表示領域３０１、３０２、３０３の右下側には、ポイント関連情報３０７が表示
されている。
【０１７３】
　ホーム画面３００の左下側には、チラシボタン３１２及びフロアマップボタン３１３が
設けられている。また、ホーム画面３００の右上側には、ログアウトボタン３１４が設け
られている。また、ホーム画面３００の右下側には、おすすめクーポン一覧ボタン３１５
が設けられている。
【０１７４】
　表示領域３０２の左下側には、クーポン使用ボタン３１７が表示され、右下側には、売
り場案内ボタン３１８が表示されている。
【０１７５】
　クーポン使用ボタン３１７を、利用者がタッチすると、図８を参照して説明した使用フ
ラグがＯＮになる（図８中Ｓ１５）。
【０１７６】
　なお、商品画像３０４は、静止画であっても、動画であっても、いずれでも良い。動画
の場合、自動的に再生が開始されても、利用者の指示により再生が開始しても、いずれで
も良い。
【０１７７】
　図１３に示すホーム画面３００において、Ｎ番目のクーポンが表示される表示領域３０
２を、利用者がタッチすると、図１４に示す詳細画面４００が、ホーム画面３００の上に
、重畳表示される。
【０１７８】
　図１４に示す詳細画面４００には、商品画像３０４、商品名３０５、メーカー名３０６
、ポイント関連情報３０７、クーポン内容４０１、発行期間関連情報４０２及び売り場名
４０８が所定のレイアウトで配置されている。
【０１７９】
　詳細画面４００の右上側には、表示終了ボタン４０３が設けられている。表示終了ボタ
ン４０３を、利用者がタッチすると、詳細画面４００の表示が終了し、図１３に示すホー
ム画面３００に戻る。
【０１８０】
　図１４に示す詳細画面４００には、表示終了ボタン４０３と並んで、売り場案内ボタン
４０４が設けられている。
【０１８１】
　詳細画面４００の下側には、クーポン使用ボタン４０５が設けられている。クーポン使
用ボタン４０５を、利用者がタッチすると、図１５に示すように、図１４に示す詳細画面
４００の上に、クーポン使用アイコン５０１が重畳表示される。
【０１８２】
　また、図８を参照して説明した使用フラグがＯＮになり（図８中Ｓ１５）、図１５に示
すように、クーポン使用ボタン４０５の表示が変更される。この例では、クーポン使用ボ
タン４０５のテキストが変更されている。なお、図１５において、図１４を参照して説明
した構成については符号を省略している。
【０１８３】
　詳細画面４００の右上側には、売り場案内ボタン４０４と並んで、ビデオボタン４０６
及びレシピボタン４０７が設けられている。ビデオボタン４０６を、利用者がタッチする
と、図９を参照して説明した動画の再生が行われる（図９中、Ｓ２４、２５）。また、レ
シピボタン４０７を、利用者がタッチすると、図９を参照して説明した動画の再生が行わ
れる（図９中、Ｓ２６、２７）。
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【０１８４】
　図１５に示す詳細画面４００において、表示終了ボタン４０３が利用者によりタッチさ
れると、詳細画面４００の表示が終了し、図１３に示すホーム画面３００が表示される。
【０１８５】
　Ｎ番目のクーポンについて使用フラグがＯＮになった後、すなわち、図１３に示すクー
ポン使用ボタン３１７及び図１４に示すクーポン使用ボタン４０５が利用者によりタッチ
される後、図１３に示すクーポン使用ボタン３１７の位置にクーポン使用アイコンが表示
されても良い。
【０１８６】
　また、図１３に示すホーム画面３００の下側に、使用フラグがＯＮになったクーポンの
商品アイコンが表示されても良い。商品アイコンは、例えば、商品画像３０４を縮小した
サムネイルを含んでいても良いが、特に限定されるものではない。商品アイコンは、使用
フラグがＯＮになる度に追加されていく。
【０１８７】
　商品アイコンを、利用者がタッチすると、図１５に示す詳細画面４００が表示されても
良い。
【０１８８】
　図１０を参照して説明したように、位置検出があると（図１０中Ｓ３１）、図１６に示
すように、位置依存クーポンを含む詳細画面６００が、ホーム画面３００の上に表示され
る。図１６中、図１４に示す詳細画面４００と同様の構成には、同一の符号を付与し、説
明を省略する。
【０１８９】
　詳細画面６００には、表示中のクーポンが位置依存クーポンであることを明示する位置
依存クーポンアイコン６０３が含まれている。また、詳細画面６００には、詳細情報ボタ
ン６０１が含まれている。詳細情報ボタン６０１を、利用者がタッチすると、「さらに詳
しく」ＵＲＬ又は「さらに詳しく」画像パスで指定されたリンク先の情報や画像が表示さ
れる。リンク先や画像の格納場所は、タブレット１０のストレージデバイス１３内のコン
テンツデータ５２であっても、例えばメーカーサーバ５が公開するホームページなどの外
部情報であっても良い。
【０１９０】
　図１７は、位置依存クーポンの表示を行った後のホーム画面３００を示している。図１
０を参照して説明した通り、タブレット１０において、位置検出（図１０中、Ｓ３１）を
繰り返すことで、所定の位置を複数検出すると、メモリ１２に、位置依存クーポンのクー
ポン識別情報が複数記憶される。図１７に示すホーム画面３００には、右下側のおすすめ
クーポン一覧ボタン３１５の上側に、位置依存クーポンアイコン６０２が表示される。位
置依存クーポンアイコン６０２には、クーポン数６０２ａが付帯して表示されている。ク
ーポン数６０２ａは、所定の位置を検出した数、すなわちメモリ１２に記憶したクーポン
識別情報の数に相当する。
【０１９１】
　位置依存クーポンアイコン６０２を、利用者がタッチすると、位置依存クーポンリスト
（図示せず）が、図１３に示すホーム画面３００の上に重畳表示される。
【０１９２】
　位置依存クーポンリストには、複数の表示領域が含まれている。各表示領域には、既に
説明した、商品画像３０４、商品名３０５、メーカー名３０６、ポイント関連情報３０７
、クーポン使用ボタン４０５、詳細表示ボタン６０５、売り場名４０８及びクーポン使用
アイコン４１０が所定のレイアウトで配置されている。
【０１９３】
　位置依存クーポンの数が多く、すべての表示領域が画面に収まらない場合、それらの一
部だけを表示し、例えば、利用者によるタッチ操作により、位置依存クーポンリストを画
面の幅方向に対して垂直な方向にスクロールさせ、すべての表示領域を見ることができる
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ようになっている。
【０１９４】
　図１３に示すホーム画面３００に含まれるフロアマップボタン３１３が、利用者により
タッチされると、図１８に示すフロアマップ８００が表示される。フロアマップ８００に
は、複数の棚８０１と、ＰＯＳ端末７（図１参照）が設置されたレジコーナー８０２と、
出入口エリア８０３と、が含まれているが、特に限定されない。
【０１９５】
　図１３に示すホーム画面３００に含まれる売り場案内ボタン３１８や、図１４及び図１
５に示す詳細画面４００及び図１６に示す詳細画面６００に含まれる売り場案内ボタン４
０４が、利用者によりタッチされると、図１９に示す売り場案内マップ９００が表示され
る。売り場案内マップ９００には、棚８０１とは異なる色を有する半透明画像を重畳表示
した売り場９０１が表示されている。また、売り場案内マップ９００には、ショッピング
カート３の現在位置（端末位置）を表示しても良い。
【０１９６】
（外部クーポンの表示）
　外部クーポンとは、あるクーポン（以下、主クーポンという）に関連する商品に関する
クーポンであり、関連クーポン（クロスセルクーポン）と呼ぶこともできる。例えば、外
部クーポンの商品は、主クーポンの商品を用いて料理をするときに使用される副材であっ
たり、主クーポンの商品がアルコール飲料であったときにそれに合ったおつまみであった
り、というような関連性を有している。
【０１９７】
　キャンペーン情報２２２において、クーポン情報に外部クーポン関連情報が含まれてい
る場合、当該クーポン情報に基づいて主クーポンが表示されたときに、外部クーポンを表
示するためのアイコン、ボタンなどが、主クーポンと共に表示されたり、主クーポンが、
図１３に示すホーム画面３００に表示されたときに、外部クーポンを示す詳細画面が、図
１４に示す詳細画面４００と同様に、ホーム画面３００の上に、自動的に表示されたり、
しても良い。しかしながら、外部クーポンの表示態様は、これらに限定されるものではな
い。
【０１９８】
　外部クーポン関連情報は、少なくとも外部クーポン識別情報を含み、通常のクーポン情
報を特定するクーポン識別情報を用いることで、上述の位置非依存クーポン及び位置依存
クーポンのためのクーポン情報を外部クーポンとして使用することができる。
【０１９９】
　また、上記したクロスセルクーポンは、位置依存クーポンと組み合わせて表示すること
が可能である。例えば、利用者が特定の売り場にきたら、その売場に関連する位置依存ク
ーポンをタブレット１０上に表示するだけでなく、その位置依存クーポンの対象商品に関
連する商品にひもづけられたクロスセルクーポンを表示することが可能である。
【０２００】
　具体的には、食品売り場において、鶏肉の棚に近づいたら、から揚げ粉のクーポン（位
置依存クーポン）を表示すると共に、ハイボールのクーポン（クロスセルクーポン）を表
示する。このように、位置依存クーポンとクロスセルクーポンとを組み合わせて、複数カ
テゴリの商品についてクーポンを表示することにより、特定の棚に陳列されている商品だ
けでなく、その商品に関連する別の商品を勧めることができ、当該別の商品の棚へ利用者
を誘導することが可能である。この場合、位置依存クーポン及びクロスセルクーポンは、
管理サーバ２及びメーカーサーバ５のいずれか一方からタブレット１０に送信され、また
は両方からタブレット１０に送信されてもよい。
【０２０１】
　以上説明したように、本実施の形態に係る商品情報提供システム１におけるタブレット
１０によれば、利用者は、ショッピングカート３に取付けられたタブレット１０のディス
プレイ１６ａにおいて、図１３に示すホーム画面３００に表示された位置非依存クーポン
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を参照しながら、店舗８内を移動しつつ購買を行い、タブレット１０が店舗８内の所定の
位置に移動すると、当該所定の位置に依存する位置依存クーポンを含む詳細画面６００（
図１６）が、ホーム画面３００上に表示されるので、店舗８内で販売されている商品に関
する位置非依存クーポンを参照できると共に、現在の端末位置に対応した位置依存クーポ
ンを簡単に参照することができる。
【０２０２】
　また、店舗８内をショッピングカート３が移動するにつれて、所定の位置が複数検出さ
れ、図１０のＳ３４でメモリ１２に位置依存クーポンが複数記憶されていく。利用者は、
これらの位置依存クーポンを位置検出時に詳細画面６００（図１６）で一度参照している
が、売り場（展示場所）から離れた後で再び参照したい場合も考えられる。このような場
合、図１１を参照して説明したように、コンテンツ処理部４５に位置依存クーポンリスト
をディスプレイ１６ａに表示させる（図１１中、Ｓ４２）ことで、利用者がこれらの位置
依存クーポンを容易に参照し、商品を購入することができる。
【０２０３】
　また、図８を参照して説明したように、位置非依存クーポンを、図１３に示すホーム画
面３００において、所定の時間で切り替えて表示させる場合、利用者は特に操作しなくと
も複数の位置非依存クーポンを順次参照できるので、利用者がタブレット１０の操作に煩
わされることなく、商品の購入に集中できる。
【０２０４】
　また、図１３に示すホーム画面３００に含まれる売り場案内ボタン３１８や、図１４及
び図１５に示す詳細画面４００及び図１６に示す詳細画面６００に含まれる売り場案内ボ
タン４０４が、利用者によりタッチされると、図１９に示す売り場案内マップ９００が表
示される。これにより、利用者は、クーポンに対応する商品が店舗８内のどの展示場所に
あるか容易に把握し、展示場所への移動が円滑により、商品の購入が一層促進される。
【０２０５】
　また、本実施の形態に係る商品情報提供システム１によれば、図６に示す管理サーバ２
のキャンペーン情報管理部２１２が、複数のクーポン情報を含むキャンペーン情報２２２
からコンテンツ管理テーブル５１を生成し、図４に示すタブレット１０のコンテンツ処理
部４５がコンテンツ管理テーブル５１に基づいて、クーポンをディスプレイ１６ａに表示
させる。これにより、利用者は、ショッピングカート３に取付けられたタブレット１０の
ディスプレイ１６ａにおいて、図１３に示すホーム画面３００に表示された位置非依存ク
ーポンを参照しながら、店舗８内を移動しつつ購買を行い、タブレット１０が店舗８内の
所定の位置に移動すると、当該所定の位置に依存する位置依存クーポンを含む詳細画面６
００（図１６）が、ホーム画面３００上に表示されるので、店舗８内で販売されている商
品に関する位置非依存クーポンを参照できると共に、現在の端末位置に対応した位置依存
クーポンを簡単に参照することができる。
【０２０６】
　また、商品情報提供システム１では、管理サーバ２の使用ログ収集部２１３が、タブレ
ット１０のコンテンツ処理部４５によってディスプレイ１６ａにクーポンが表示されたこ
とに基づいて、当該クーポンが表示されたことを使用ログ２２３に記録している。これに
より、利用者がクーポンを使用したかったにもかかわらず、クーポン使用ボタン３１７、
４０５（図１３、図１４、図１６及び図１７参照）を操作せず、使用フラグがＯＮになら
なかったとしても、使用ログ２２３にクーポン識別情報が記録される。したがって、ポイ
ントの反映（図７中、Ｓ４）において、店舗基幹サーバ４におけるＰＯＳ端末７での購買
履歴と、使用ログ２２３とのつき合わせにより、ポイントが反映される。ディスプレイ１
６ａにクーポンが表示されたことを見ている利用者は、商品を購入さえすれば、当該クー
ポンのポイントが実際反映されることを期待する場合が多い。このため、使用フラグがＯ
Ｎになった場合に、クーポンの使用を記録した場合に比べて、利用者の便宜性が高まる。
【０２０７】
　また、クーポンを表示する際に、図９を参照して説明したように、レシピボタンがＯＮ
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された場合に、レシピが表示される（図９中、Ｓ２６、Ｓ２７）ので、商品を購入する際
の参考になり、クーポンの使用が促進される。
【０２０８】
（商品販売促進）
　本実施の形態に係る商品情報提供システム１では、本発明のサーバの一例である管理サ
ーバ２が、情報表示端末装置であるタブレット１０に商品関連情報の一つであるクーポン
（位置依存クーポン、位置非依存クーポン等（上記したクロスセルクーポンを含む）のい
ずれであっても良く、これらのクーポンを組み合わせても良い）を送信し、タブレット１
０が、顧客である利用者にクーポンを表示している。このクーポンの表示によって利用者
のクーポンに対応する商品の購買意欲が促進され、実際の商品の購入に至ることが期待さ
れる。
【０２０９】
　このような場合に、管理サーバ２が、タブレット１０に表示されたクーポンに係る商品
のうち、実際に顧客が購入に至った商品に関する情報（以下、販売情報という）を用意し
、商品の販売元が管理する販売元管理装置であるメーカーサーバ５に送信することができ
る。
【０２１０】
　販売情報は、例えば、管理サーバ２が自ら用意する。すなわち、管理サーバ２は、ネッ
トワーク制御部１０２を制御して、インターネット６を介して、店舗基幹サーバ４から利
用者による購買履歴を受信させ、購買履歴に基づいて販売情報を生成する。
【０２１１】
　また、販売情報は、店舗基幹サーバ４が用意し、管理サーバ２に送信しても良い。すな
わち、管理サーバ２は、ネットワーク制御部１０２を制御して、インターネット６を介し
て、店舗基幹サーバ４が用意した販売情報を受信させる。
【０２１２】
　管理サーバ２は、ネットワーク制御部１０２を制御して、インターネット６を介して、
メーカーサーバ５に販売情報を送信させる。また、本例では、商品関連情報としてのクー
ポンが販売元（メーカー）から提供されるものとしたが、さらに、店舗基幹サーバ４から
提供（送信）される商品関連情報を制御部に表示させるようにしても良い。この場合、例
えば、販売元と小売り業者とから提供されるクーポンの識別情報を区別できるものとして
おき、管理サーバ２によって、当該識別情報に基づいて、小売り業者から提供されたクー
ポンに係る販売情報については店舗基幹サーバ４に、販売元から提供されたクーポンに係
る販売情報については販売元管理装置（メーカーサーバ５）にそれぞれ送信する様にして
も良い。なお、管理サーバ２において、販売情報をクーポンごとに集計して提供しても良
く、商品購入者の年齢、性別等の属性情報や、同時に購入された商品の情報を併せて販売
元管理装置に送信しても良い。
【０２１３】
　ここで、販売情報は、例えば、表示部に表示された商品関連情報に係る商品に関するポ
イント付与情報（店舗基幹サーバ４におけるＰＯＳ端末７での購買履歴と、使用ログ２２
３とのつき合わせでも良い）を含む。また、販売情報は、購買履歴そのものであっても良
い。なお、店舗基幹サーバ４は、小売り事業者が管理する小売事業者サーバと読替えても
よく、必ずしも店舗内にある必要はなく、店舗外で管理されていても良い。
【０２１４】
　上述のような商品販売促進方法により、販売元は、タブレット１０でのクーポンの表示
によって実際にどのような商品の販売が促進されたか、あるいは商品の販売がなされた顧
客の属性（性別、年齢等）等、マーケティングに有益な情報を得られ、タブレット１０に
よる情報提供の効果を容易に把握することができる。また、レコメンド処理部２１４を有
する場合には、前記と同様ブラッシュアップ（解析精度向上）にも使用することができる
。
【０２１５】
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　また、本明細書で説明した用語及び／又は本明細書の理解に必要な用語については、同
一の又は類似する意味を有する用語と置き換えてもよい。また、本明細書で説明した情報
、パラメータなどは、絶対値で表されてもよいし、所定の値からの相対値で表されてもよ
いし、対応する別の情報で表されてもよい。
【０２１６】
　本明細書で説明した情報、信号などは、様々な異なる技術のいずれかを使用して表され
てもよい。例えば、上記の説明全体に渡って言及され得るデータ、命令、コマンド、情報
、信号、ビット、シンボル、チップなどは、電圧、電流、電磁波、磁界若しくは磁性粒子
、光場若しくは光子、又はこれらの任意の組み合わせによって表されてもよい。
【０２１７】
　本明細書で説明した各態様／実施形態は単独で用いてもよいし、組み合わせて用いても
よいし、実行に伴って切り替えて用いてもよい。また、所定の情報の通知（例えば、「Ｘ
であること」の通知）は、明示的に行うものに限られず、暗黙的に（例えば、当該所定の
情報の通知を行わないことによって）行われてもよい。
【０２１８】
　本明細書で説明した各態様／実施形態の処理手順、シーケンス、フローチャートなどは
、矛盾の無い限り、順序を入れ替えてもよい。例えば、本明細書で説明した方法について
は、例示的な順序で様々なステップの要素を提示しており、提示した特定の順序に限定さ
れない。
【０２１９】
　以上、本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、本発明が本明細書中に説
明した実施形態に限定されるものではないということは明らかである。本発明は、特許請
求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱することなく修正及び変更態様
として実施することができる。したがって、本明細書の記載は、例示説明を目的とするも
のであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
【０２２０】
　本実施の形態では、第１及び第２の商品関連情報としてクーポンを表示する場合につい
て説明した。しかし、これら商品関連情報としては、クーポンに限られず、広告、特売品
情報、店舗関連情報、健康に関連した情報及び売上ランキング情報等、及びこれらの組み
合わせが挙げられる。したがって、本実施の形態中の「クーポン」を、「商品関連情報」
やこれら具体例に適宜読替えできることは言うまでもない。
【０２２１】
　本実施の形態では、タブレット１０において、表示制御部１５がディスプレイ１６ａに
クーポンが表示すると、管理サーバ２の使用ログ収集部２１３が使用ログ２２３にクーポ
ンの使用を記録しているが、上記説明したように、利用者による操作に応じて使用フラグ
がＯＮになった場合にクーポンの使用を記録しても良い。この場合であっても、利用者が
クーポンを使用したい場合に別途クーポンの情報を印字したり、タブレット１０や自らが
所有するスマートフォン等のディスプレイにクーポンの情報を表示し、クーポンの情報を
ＰＯＳ端末７に読み取らせたり、というような煩雑な操作は不要である。
【０２２２】
　また、上記した実施の形態では、タブレット１０（ディスプレイ１６ａ）に表示される
情報として、位置依存クーポンや位置非依存クーポンを例示して説明したが、これに限定
されない。例えば、小売店やメーカーが勧めるレコメンド情報（広告）をタブレット１０
上に表示してもよい。この場合、レコメンド情報は、管理サーバ２及びメーカーサーバ５
のいずれか一方、または両方からタブレット１０に送信されてもよい。
【０２２３】
　レコメンド情報としては、例えば、小売店で実施される催事場情報、小売店の販促情報
、特売品、消費者向け情報、新商品情報、料理のレシピ等が挙げられる。レシピの表示は
、単に料理に用いられる食品のリストを表示する場合に限らず、メーカーが公開するレシ
ピサイトや外部のレシピ提供サイトを表示する場合も含むものとする。



(27) JP WO2017/065187 A1 2017.4.20

10

20

30

40

50

【０２２４】
　また、タブレット１０では、レシピを表示する際、上記した位置依存クーポンや位置非
依存クーポンを適用可能な商品または特売品などをレシピ内の食品リストに表示、ピック
アップしてもよい。クーポン適用可能な商品または特売品などの売り場の位置や、当該商
品のアレルギー情報、カロリー、調理時間、保存方法等をタブレット１０上に表示するこ
とが好ましい。これにより、消費者の購買意欲をかき立てるだけでなく、商品に関する適
切な情報を提供することが可能である。
【０２２５】
　これらのレコメンド情報は、上記した位置依存クーポンや位置非依存クーポンのように
、タブレット１０の位置に応じて表示されたり、タブレット１０の位置に関係なく、例え
ば、ログイン／ログアウト時に適宜表示されてもよい。
【０２２６】
　また、上記したレコメンド情報に限らず、他の情報を表示していもよい。例えば、ポイ
ントくじの情報、他売場の情報、近隣イベントの情報、近隣店舗情報等が挙げられる。さ
らには、レジの混雑状況や駐車場の情報を表示してもよい。この場合、他の情報は、例え
ば、管理サーバ２からタブレット１０に送信される。
【０２２７】
　例えば、利用者がひと通り商品のピックアップを済ませ、会計のためにレジ待ちの列に
並んでいる場合を想定する。このとき、タブレット１０上に他の情報としてアンケートペ
ージを表示してもよい。利用者は、アンケートに答えることで、会計を待っている時間を
有効活用することができる一方、小売店は、アンケートの回答結果から顧客満足に関する
情報等を入手することが可能である。なお、アンケート回答の際に、今回会計時、又は次
回来店時に利用可能なクーポンやポイントを提供してもよい。
【０２２８】
　また、ログイン時の会員情報（利用者の属性（例えば、年齢や性別）、購買履歴、ポイ
ント情報、買い物時刻等）に基づいて、タブレット１０に表示されるクーポンを動的に変
更することが可能である。これにより、利用者の特性（商品選択の傾向等）に応じて、適
切にクーポンを提供することができ、利用者に対して更なる購買意欲の向上を図ることが
可能である。この場合、タブレット１０は、管理サーバ２で管理される会員情報に基づい
て、クーポンの表示を適宜変更する。
【０２２９】
　また、上記の会員情報に基づいて、利用者に関係があると想定される商品について、試
供品の案内をタブレット１０に表示してもよい。この場合、利用者は、試供品の案内画面
をサービスカウンター等で提示することにより、試供品を受け取ることができる。このよ
うに、利用者の特性に合った商品のレコメンドを実施することにより、再来店（リピート
）率の向上にもつながる。その他、翌週、翌々週のクーポン情報や特売品または催事場情
報等を表示してもよい。
【０２３０】
　本実施の形態では、タブレット１０において、中央制御部１１が、ネイティブアプリケ
ーションプログラムを実行し、図４に示すような各種機能を実現する場合を例に挙げて説
明した。しかしながら、本実施の形態に係るタブレット１０の各種機能は、Ｗｅｂアプリ
ケーションを用いて実装されても良い。すなわち、タブレット１０において、中央制御部
１１が、ブラウザプログラムを実行する。ブラウザプログラムが、例えばＨＴＭＬ５、Ｊ
ａｖａｓｃｒｉｐｔ、ＣＣＳなどを組み合わせて作成されたＷｅｂアプリケーションプロ
グラムを解釈・実行する。Ｗｅｂアプリケーションプログラムは、管理サーバ２上で実行
されるサーバサイドプログラムに対し、各種処理を要求し、その結果を受信して、上述の
ようなクーポンの表示などを行う。このとき、図４に示す位置検出部４４が行う端末位置
の特定は、管理サーバ２上で実行されるサーバサイドプログラムが実現しても良い。この
場合、タブレット１０の位置関連情報取得部４３が取得した位置関連情報は、管理サーバ
２に送信され、位置関連情報に基づいて端末位置が特定され、タブレット１０へ送信され
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る。
【０２３１】
　また、タブレット１０の各種機能は、上述のようなネイティブアプリケーション及びＷ
ｅｂアプリケーションを組み合わせたハイブリッドアプリケーションによって実現しても
良い。
【０２３２】
　本実施の形態では、ホーム画面に位置非依存クーポンを表示し、ホーム画面上に重畳表
示される詳細画面で位置依存クーポンを表示する場合について説明したが、ホーム画面に
表示されるクーポンに、位置非依存クーポン及び位置依存クーポンの両方が含まれていて
も良い。
【０２３３】
　また、本実施の形態では、タブレット１０を店舗８側で用意し、複数の利用者が使用す
ることを想定している。しかし、利用者が所有するタブレット１０やスマートフォンを用
いても良い。
【０２３４】
　この場合に、利用者が店舗８に来店する前に、例えば、買い物メモアプリを用いて店舗
８で買いたいと思っている商品をリスト（以下、買い物リストと呼ぶ）に少なくとも一つ
登録しておく。コンテンツ処理部４５は、買い物メモアプリが記憶している買い物リスト
（買い物リストは、買い物メモアプリに記憶された情報を管理するアプリ管理サーバに記
録されていても良い）を参照し、コンテンツ管理テーブル５１とつき合せ、買い物リスト
に登録された商品又は当該商品に関連する商品のクーポン情報を選択する。コンテンツ処
理部４５は、選択されたクーポン情報に対応するクーポンを、図８及び図９を参照して説
明した位置非依存クーポンと同様に、又は、図１０及び図１１を参照して説明した位置依
存クーポンと同様に、表示制御部１５を制御してディスプレイ１６ａに表示させることが
できる。また、コンテンツ処理部４５が、スマートフォン等の利用者所有端末にインスト
ールされたアプリを参照し、利用者所有端末に表示中の情報をタブレット１０にも表示さ
せることや、利用者端末に記録された情報をタブレット１０と共有することで、利用者所
有端末と情報表示端末装置を連携させても良い。
【０２３５】
　例えば、利用者が所有するスマートフォンをタブレット１０上にかざす等の方法で、上
記したログイン処理が実施されてもよい。この場合、予めスマートフォン上で作成された
買い物リストがタブレット１０で読み込まれ、タブレット１０上に表示される。買い物リ
ストはスマートフォンから直接読み取って表示制御部１５が表示しても良く、あるいはア
プリ管理サーバからネットワーク制御部２０が受信し表示制御部１５によって表示される
ようにしても良い。このとき、タブレット１０では、買い物リストから位置依存クーポン
や位置非依存クーポンを適用可能な商品または特売品やレシピなどをピックアップして表
示してもよい。
【０２３６】
　また、クーポンに限らず、買い物リストに示された商品の売り場（棚）の位置をタブレ
ット１０上に表示して、売り場までのナビゲーションを実施することも可能である。例え
ば、タブレット１０では、予め店舗内のマップ情報を予め記憶しており、タブレット１０
の位置情報に基づいて、現在地から所定の売り場までのナビゲーションが実施される。そ
の際、タブレット１０に限らず、利用者のスマートフォン上にも、売り場までのナビゲー
ション画像を表示してよい。例えば、タブレット１０の位置情報をスマートフォンに送信
し、当該位置情報に基づいて、スマートフォンのアプリ上で店舗内のナビゲーション画像
が表示される。なお、タブレット１０の位置情報に限らず、スマートフォンの位置情報を
用いてもよい。これらにより、利用者は、買い物をする際の動線を最短ルートにすること
ができ、買い物時間を短縮化することができる。また、スマートフォンがタブレット１０
の機能を代替することができる。
【０２３７】
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　また、買い物リストに基づく売り場のナビゲーションは、実際に店舗内にいる買い物客
に限らず、小売店のネットスーパー事業にも適用可能である。例えば、ネットスーパー事
業では、注文に応じて店員が商品をピッキングする。この場合も、買い物リストから該当
商品の売り場へのナビゲーションが実施されることで、店員の動線も短縮化することが可
能である。また、ネットスーパー事業だけでなく、店員に何らかの情報端末を持たせるな
どの方法により店員の店内での移動情報を把握することにより、店舗やバックヤードでの
様々な作業効率向上のためのツールとしても活用することが可能である。
【０２３８】
　また、本実施の形態に係る商品情報提供システム１において、店舗側で用意する店頭端
末（例えば、キオスク端末）で、クーポン、特に位置非依存クーポンを表示させ、そこで
、利用者によるクーポンの使用を受け付け、ポイントに反映しても良い。
【０２３９】
　また、ＰＯＳ端末７で前回の買い物の際にクーポン、特に位置非依存クーポンを発行し
て、今回の買い物の際に、タブレット１０を用いて表示したクーポンと共に、ポイントに
反映しても良い。
【０２４０】
　また、本実施の形態では、ポイントの反映を、店舗基幹サーバ４において、購買履歴と
使用ログ２２３とをつき合わせを行っている。しかしながら、ポイントの反映を、管理サ
ーバ２で行っても良い。その場合、店舗基幹サーバ４から管理サーバ２へ購買履歴を送信
し、店舗基幹サーバ４において、中央制御部１１が、ポイント反映のためのプログラムを
実行し、購買履歴と使用ログ２２３とを、つき合わせても良い。また、管理サーバ２及び
店舗基幹サーバ４以外のポイント反映専用のサーバを別途設けても良い。
【０２４１】
　また、上記した実施の形態では、店舗８内に複数のビーコン９が設置される例について
説明している。この場合、ビーコン９は、商品の棚毎、又は所定間隔（例えば１ｍ間隔）
毎に複数個（例えば１店舗に２００～３００個）配置されることが好ましい。この構成に
よれば、複数のビーコン９からタブレット１０の移動経路、すなわち、店舗内における利
用者の動線を細かく取得することが可能である。移動経路の取得は、タブレット１０が実
施してもよく、タブレット１０の位置情報をリアルタイムにタブレット１０から管理サー
バ２に送信して管理サーバ２が実施してもよい。
【０２４２】
　これにより、利用者がどこを通りクーポン対象商品をどの棚（例えば、通常の売り場又
は特売所）でピックアップしたか等、利用者の行動パターンの統計を採ることが可能であ
る。この統計結果は、店舗内のレイアウトや、商品の棚割りを決定する際に活用すること
ができる。また、買い物客に限らず、上記したように店員の動線も取得することが可能で
ある。
【０２４３】
　また、上記した実施の形態では、タブレット１０のカメラ２２が、ログインの際のバー
コードの読み込みに用いられる場合について説明したが、これに限定されない。例えば、
磁気カード読み取り機やＩＣカード読み取り機を用いる方法でもよい。また、予めサーバ
（例えば管理サーバ２）側において、会員情報として利用者の顔写真を記憶しておき、ロ
グインの際にカメラ２２で認識した顔画像と先の顔写真とを比較することで、ログインの
可否を判定することも可能である。これにより、利用者はログインのための操作が不要と
なるため、容易にログインが可能となる。
【０２４４】
　また、タブレット１０のカメラ２２または買い物客や店員のスマートフォンを用いて商
品の棚の写真を撮影し、当該写真に基づいて欠品在庫管理や棚割りの作成を行うことも可
能である。また、カメラ２２に加え、ジャイロセンサや加速度センサをタブレット１０に
設けてもよい。これらのセンサからショッピングカート３の向きや利用者の向きを取得す
ることができ、上記した利用者の動線取得の精度を更に高めることが可能である。
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【０２４５】
　また、上記した実施の形態では、タブレット１０上にクーポンや商品の説明画像等を表
示する機能について説明したが、これに限定されず、その他に様々な機能を備えてもよい
。例えば、タブレット１０上で、買い物後の商品の配送申込みを実施することも可能であ
る。具体的に、タブレット１０側で配送申込みが受け付けられると、店舗基幹サーバ４に
は、配送申込みの指令が通知されると共に、ＰＯＳ端末７の購入履歴の情報が店舗基幹サ
ーバ４に送信される。店舗基幹サーバ４は、配送申込みの指令や、会員情報、購入履歴情
報等に基づいて、特定の会員から配送申込みがあった旨を通知することができる。これに
より、利用者は、サービスカウンターで配送申込みをする場合に比べて容易に配送申込み
を行うことができる。
【０２４６】
　また、店舗基幹サーバ４側で管理されるＥＣサイト（Electronic　Commerce　Site）と
の連携も可能である。例えば、ＰＯＳ端末７の購入履歴の情報が店舗基幹サーバ４に送信
され、店舗基幹サーバ４は、購入履歴に基づいて在庫の数を反映する。これにより、在庫
管理をリアルタイムに実施することが可能である。また、欠品している商品や重いものな
どをタブレット１０から注文することも可能である。
【０２４７】
　その他に、店員の呼び出しや、コールセンターとの接続をタブレット１０上で行っても
よい。例えば、タブレット１０上で呼び出しボタンが押されると、コールセンターに呼び
出し信号が送信される。また、店舗内の商品検索機能の提供も可能である。更には、ゲー
ム、ポイントくじ、スタンプラリー、コミックの閲覧等、子供向けを含む各種コンテンツ
の提供も可能である。
【０２４８】
　また、ショッピングカート３に重量カウンターやバーコードリーダー等を設け、ショッ
ピングカートに入れられた商品の重量やバーコードに基づいて、買い物金額を計算したり
、自動的に会計を実施する（セルフ会計）構成としてもよい。また、利用者が買い物を終
了した後、ショッピングカート３が所定の位置に戻された際に、タブレット１０を充電で
きるようにワイヤレス充電機能を備える構成としてもよい。更に、タブレット１０は、電
卓機能を備えてもよいし、利用者にとって便利な情報、例えば天気予報、交通情報、テレ
ビ番組情報、店内での経過時間表示や、このサービスを利用したメリットを実感できる機
能（これまでのクーポン利用実績や獲得ポイント数表示など）などを備える構成としても
よい。
【０２４９】
　なお、本実施の形態では、店舗の会員をＩＤにより識別して情報を表示する例を説明し
たが、本発明は、会員向けに限定されるものではなく、会員及び非会員の両方を対象とす
るものや、非会員のみを対象とするものも含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０２５０】
　本発明によれば、実店舗における商品の購買を促進することができるので、例えば、ス
ーパーマーケット、ドラッグストア及びショッピングモールにおける商品情報の提供に好
適に応用することができる。
【０２５１】
　本出願は、２０１５年１０月１５日出願の特願２０１５－２０３５７５に基づく。この
内容は、全てここに含めておく。
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